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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン1受容体ファミリーに属するサイトカイン受容体です。このタンパク質は、インターロイキンα（IL1A）、インターロイキンβ（IL1B）、およびインターロイキン1受容体I型（IL1R1/IL1RA）に結合し、そのリガンドの活性を阻害するデコイ受容体として機能します。インターロイキン4（IL4）は、このサイトカインであるインターロイキン1の発現と放出を誘導することで、その活性に拮抗することが報告されています。この遺伝子と他の3つの遺伝子は、染色体2q12上にサイトカイン受容体遺伝子クラスターを形成します。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントとタンパク質アイソフォームが生成されます。選択的スプライシングにより、膜結合型タンパク質と可溶性タンパク質の両方が生成されます。また、タンパク質分解によって可溶性タンパク質も生成されます。
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	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）およびMCF-7（2）細胞溶解物に対するCD121BマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CD121B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

